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われ る、審 問、洗礼、婚姻、埋葬関係文 1与は 、当時の で主民の 動態 を具体的 に把握す る の に役．IZ

つ 、
， また、II蔘道会文 讒・

に は、植民 地支配が確立 しなか っ た地域 に おけ る布教関1皇の 民族誌的

記録 に も貴重 な もの が あ る ．、

　 AAM 文書 は、1976年以来 、分 類・整理の 近代化お よ び保存 ・修復が進め られ 、ig87年以 来、

イ ン トラ ム ロ ス の マ ニ ラ 大司教座の
一
角で 、研究者に 公 開され 、収蔵文 1射 ：｛録 も出版 され

た．ス ペ イ ン 期初頭か ら現在に 至る教会関係文書約300万を収め て い る 、文潔 よ、大司教座

の 機能に したが っ て 、4 つ の 文書群に 分け られ 、主題に 従 っ て ト
齟
位分類 され て い る 。 入口 統

計関連の 文書は 、モ ル モ ン教会に よ っ て マ イ ク ロ フ ！ ル ム 化され て い る tt

　 ド ミニ コ 会文書 は 、至聖 なる ロ サ リオの 聖 母管区文 書：館 （APSR 〕文 書 とサ ン ト・トマ ス 大

学文書館 （AUST ）文書が ス ベ イ ン期の 歴 史資料 と して 重 要で 、17iせ紀文書 も相当数保存 さ

れ て い るが 、
フ ィ リ ピン だけ で な く、日本、中国、台湾、ト ン キ ン へ の 布教関係文書 も含ん で

い る cAUST 文書は、大学構内の 神父館に収蔵 されて い るが 、APSR 文書は 、近年、ス ペ イ ン 本

国に 移され た 。
マ イ ク ロ フ ィ ル ム もあ り、サ ン ト・トマ ス 大学図書館 に 保管 され て い る 。

　上記PNA 文書や AAM 文書 に は 、ス ペ イ ン 語資料 と同時 に現 地語資料 も多数含 まれ て い

る 。 また 、民 間に保存 され て い る ス ペ イ ン 期の 現 地語資料の 発掘 お よ び その 利用 も進 展 し

て きて い る 。

資料 ・研 究短報

日本国政 府 ア ン コ
ー

ル 遺跡救 済 チー ム の 活動概 要

　　　　　　　　　　　　　　成 田　剛 （早稲 田大学理 工学総合研究セ ン タ
ー
研究員・

　　　　　　　　　　　　　　 日本国政府 ア ン コ ール 遺跡救済チ
ーム 統括補佐）

　 　 　Lは じめ に

　ア ン コ ール遺跡 にお い て は、今iVr紀初頭、フ ラ ン ス がそれ らの 保存修復 に着手 し、近年で

はイ ン ド、ポ
ー

ラ ン ド、イ ン ドネ シ ア とい っ た国 々 や 、ア メ リカ 、ハ ン ガ リ
ー

の 財団 、日本で

は上 智大学な ど も保存修復作業に 参加 して い る 。

　 日本国政 府は、ユ ネス コ 文化遺産保存日本信託基金に よ り ア ン コ
ー

ル 遺跡 の 保存修復活

動 に貢献すべ く、1992年か ら2年間の 予備調査期 間を経て 1994年に 、日本国政府ア ン コ ール

遺跡救済チ
ー

ム／JSA （Japanese　Government　Team 　for　Sat
’
eguarding 　Angkor ）を組織 し（統括

責任 者 ：中川武早稲 田 大学理工 学部教授）、「王 宮前広場 （プラサ ー ト・ス ー一プラ とその テ ラ

ス ）、バ イ ヨ ン （北経蔵〉、 ア ン コ
ール ・ワ ッ ト（外周壁内北経蔵〉の 保存 ・修復、及 び バ イ ヨ ン

寺院の 保存・修復計画の 立案」プ ロ ジ ェ ク トに 着手 した 。 既 に発行済み の 報 告 書・資料を要

約 し、JSA の 活動 概要 を報告 した い
。

　　　2対 象遺構 と目的

D バ イヨ ン北経蔵の 解体再構築お よ びバ イ ヨ ン寺院全体の 保存修復ため の マ ス タープ ラ

ン の 策定

　危機に瀕 した 多くの ア ン コ
ー

ル 遺跡 の 中で も、全体と して最 も危険 な状 態にあ る の が バ

イ ヨ ン で あ り、特に その 北経蔵 は全壊の
一
歩手前で あ っ た 。 こ の 北経蔵の 解体を伴 う調査、

修復．一［事 を通 して 得ら れ る建 築、考占、地盤等の デ
ー

タ を基礎資料 と して 、全体の 総合的調

査研究を行 い
、
バ イ ヨ ン 全体 グ）保存修復 計画 を策定す る 。

2）ア ン コ
ール ・トム 王宮前広場 の ブ ラサ ー ト・ス ープラ
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　こ の 王宮前広場は 、東南 ア ジア 世界に は 極めて 稀な荘厳 な広場で あ り、近代 ヵ ン ボ デ ィ

ア史 にお い て も、 1950年代に現 シ ア ヌ ー
ク国王 が収穫祭等の伝統行事 を行 うな どの 由緒が

ある 。 これ も崩壊
一

歩手前の プ ラサ ー ト・
ス

ープ ラの塔 の
…

部を解体修理 し、構造、形態と

も不 明 なその テ ラス を解明 し、伝続文化再興 の 場 と して 再生す る こ とが望 まれる 。

3）ア ン コ ール ・
ワ ッ ト外周壁 内北経 蔵

　ア ン コ ー一ル ・
ワ ッ トは 、ア ン コ ール 遺跡 を中心 と したク メ ール 建築様式の集大成で もあ

る 。
ア ン コ ール ・ワ ッ トその もの は特定の 部分 を除 い て 差 し迫 っ た 危機 に は な い が 、 中央塔

基壇や外回廊庇繋 ぎ梁 などに近 い 将来根 本的 な修理 が必 要 となるで あ ろ う。 本北経蔵に つ

い て は、四 方向ポー
チ 部分の屋根が崩落 して お り、徐 々 に劣化が進行 して い る 。

一
部解体 を

伴 うこ の 修理過程の 技術的問題 を現場に お い て全 て 解放 し、将来の ア ン コ
ー

ル ・ワ ッ ト修

復 の ための 国際協力 の 前段 階 と して の オ
ープ ン サ イ トに 位置付け たい 。

　　 　3．ス ケジ ュ
ール

　本プ ロ ジ ェ ク トに お い て は 」 994年ll月
一一　1998 年】0月（4年間）を第 1フ ェ

ーズ 、lgg8年 ll

月〜2002年 10月（4年間）を第2 フ ェ
ーズ と位置付 ける 。 第 1フ ェ

ーズ で は、上記3遺構の 基礎

的調査及 び修復基本設計、バ イヨ ン北経蔵の 解体
・
再構築工事 を予定 して い る 。

　　　4JSA プ ロ ジ ェ ク トの 特徴

　本プ ロ ジ ェ ク トは 、こ れ まで 各国の 行 っ て きた修復の 成果 ・課題 を踏 まえ っ っ 、

1）修復前の 関連多分野 に わ た る総 合的か つ 綿密 な調査の 実施、調 査結果の 記録 ・公 開

2）国際的枠組み の 中で の コ ン セ ン サ ス に基づ くプ ロ ジ ェ ク トの 進行

3＞今後の 修復事業を念頭 にお い た、修復仕様の 作 成を含め た工事作業の 記録
・公 開

4）修復工 事 にお ける 建造時の 工 法の 可 能な限 りの 尊重

5）カ ン ボデ ィ ア人自らの手 に よる保存修復実施を 目的 と した 、 各分野専門家及び技術者の

養成

な どを特徴 と して 進行 して い る 。

　　　5現 在 まで の 主 な活動経過

　 1994年6〜9月の 第4次調査以 降 、 1996年7〜9月 の 第 10次調査 に至 る 閥 、 年3回の現地調査

団 を派遣 し 、 建築 、 考古 ・文化人類 、 地盤
・地 質

・
環境、岩石、保存科学 、測量 、 都市計画 、 修復設

計、美術史等の専門分野 に おけ る調査 を実施中で あ る 。 また、1996年9月現在、建築学及 び考

古学の 専門家が現地 に常駐 し、長期 間に渡 る修復 プ ロ ジ ェ ク トに対応 す る体制 をとっ て い

る 。

　 バ イ ヨ ン北経蔵に 関 して は 、第7次調査 （1995年夏）か らは修復工 事実施へ 向け て の 仮設

工事な ど準備工事に着手 し、第9次調査 （1996年春）期 間に建築本体の 解体工事を実施 した。

1997年以降 、 基壇の 解体 、 再構築工事を進 め る予定で あ る 。 また、プラサ ー ト・ス ープ ラ に関

して は
、 修復に 先立 っ て テ ラ ス の 形状 と増改築の 過程を明らか に す る ための 発掘調査 を主

体 に作業 を進め て い る 。

　 第4次調査以 降は 、プノ ン ペ ン芸術大学建築学部 と考古学部の カ ン ボ デ ィ ア 人学生 をそ

れ ぞれ 5〜7名調査団 に加え 、遺跡保存修復専門家養成の ための実地にお ける 各種研修 を実

施 して い る 。 加 えて 、 現地作業員を対象に 年間を通 じて 主 と して 、 】　．）測量、2）発掘及 び 出土

遺物整理作業、3）石材加一［及び彫 刻、4）部材洗浄 及び破損 部材接 合作業 、5）仮設 工事そ の 他、

6）油圧式移動 ク レ
ーン な ど工 事用重 機操作、7）吊荷玉掛け作 業、8）石 Il事、とい っ た 分野 に

お ける技術者の 研修・育成 を進めて い る 。

轡
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　　 6，オ5才つ り1こ

　こ れ まで の 調査・
研究の 成果は、毎年7月 、 年次報告書の 形に まとめ て発表して い る 。 これ

まで に 、「ア ン コ ール 遺跡 調査報告書 i995」、「ア ン コ
・一ル遺跡調査報告書 E996」の 2冊 を発彳于

済み で あ る．冷 後 も報告書や パ ン フ レ ッ トの 発行、シ ン ポジ ウ ム や 報 告会の 開催な どを 通

して成 果の 公 表 を続けて い きた く考え て い る ，

の

の

第 14回国際 ア ジ ア 歴 史者 会 議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 友部　愛

　第 14回国際 ア ジ ア 歴 史者 会議 14th　Conference　 ot
’
　the　lnternational　Association　ofHistorians

ofAsia （IAHA ）は 19961｝1！5月20 − 24 日 、
チ ュ ラ

ー ロ ン コ ーン 大学主催の も とバ ン コ ク市内同

大学 にお い て 開催 された 。 名誉顧 問 に シ リー ン トー ン王 女 を仰 ぎ、実施委員 会長Piyanart

Bunnag教授 、副 会長石井米雄教授、Taufik　Abdullah教授 、K ．M ．Mohsin教授 の三 氏、事務局長

Dhirawat　na 　Pombelra博 7ヒの もと、文学部ボ
ー・

ロ マ ラ
ー

チ ャ グ マ リ ー
館を中心会場 と して 実

施 された 。 参加者は 、 総数約300名を数え 、 そ の 内海外か らの 参加者は約200名で あ っ た 。 日

本か ら の 31名をは じめ と して 、マ レ ー
シ ア （17名）、 イン ド（14＞、 中国 04）、オ

ー ス トラ リ ア

（14）、ア メ リカ 合衆国（12＞、フ ィ リピン （11）、バ ン グラデ シ ュ （9）、イ ン ドネシ ア （9）、ベ トナ

ム （9〕、オラ ン ダ（7）、シ ン ガ ポー
ル （6）、香港（6）、英国（S）、ス リ ラ ン カ （5）、台湾（R ．0．C．）（4）、

ネパ ール （2＞、ニ ュ
ー

ジ
ー

ラ ン ド  、ベ ル ギ
ー

、カ ナ ダ、チ ェ コ 、デ ン マ ーク 、フ ラ ン ス 、ドイ

ツ 、イタ リ ア 、メ キ シ コ 、ポ ル トガ ル 、ス コ ッ トラ ン ド、ス ウ ェ
ー

デ ン （各1名）、地元 の タ イ

王国か らは97名が参加 した 。 ただ し、こ れ らの 数字に 当日登録者は含 まれ て い ない
。 また 現

住所 を連絡先 と して い るた め 、在外の 研究 者、留学者等 は在留先の 国別登録扱 い とな っ て

い る 。

　 会議は 11のセ ッ シ ョ ン に分か れ 、08 ：45 − 10：15、10：30 − 12：00、13：30− 15：00、15：15− 16：

45 の 時間割で 21 日か ら23 日 まで 続け られ た 。 20 日開会式で の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で は

歴 史の 未来と使命に つ い て 、Civiljzation−Globalizationの 系譜 を機軸 と して 、その 理想 の 表

明とい うべ き極め て広 い 見地か ら討論が な され た 。 更に 2旧 、22 日に は 」 7：00か ら特別 講

義があ り、2旧 はWang 　Gungwu 教授が
”Nation　一　Building　in　Ag．　ia　and 　Theories　ot

−
　Nationalism‘’

と題 して話 され た 。

　 各セ ッ シ ョ ン は テ
ーマ 別 に 約 7会場 に 分 け られ 、その テ

ー マ は 、Monarchjes、Colonial

Period、Women ／Family、　Post　World　War　II、Literature！Journaiism、Migration！Minorities、Arts、

Javanese　Literature　and 　Histography、Historiography、　World 　War 　II、Con τemporary 　Re ［igbn 、

Colonia］Period＆Vestiges、Early　Modern 　Period、Pre − History　f　Early　History、State　Formation、

Chinese　Influences、War ＆Military、Buddhism 、Local　History、States＆ State　Formation 、

Environment／Geography、Europeans　in　Asia、 Contemporary 、Buddhism 　in　South　East　Asia、Esarn

！Southem 　TextHesで あ っ た
。

　各会場 の 掛 け持 ちを余儀な くされ、あ くまで もその 範囲内で ある が、筆者の 印象に残 る

論文 、議論に は次の もの が挙げ られる 。 方法論 と して 、各国語史料に 対する 精緻 な本文批判

を駆使 し、か つ その 範畴 に留 ま らな い 手堅 い 論考 と して 、 山本信 人
「’The　Rise　of 　Roman

Pitjisan　and 　its　lnstiturional　Bases ：Cuitural　Politics　in　the　Late　Colonial　lndonesia”、加藤 久美子
’「”Taxation

”
systems 　in　Sipsongpanna　in　the ”Pre −］iberarion”Period：with 　Specia］Reference　ro
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